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1. はじめに 
祭り、音楽、講演などのさまざまなイベントは、地域観

光資源の１つである。イベントと観光者を結びつけるため

には、ユーザーの嗜好やイベント間の関係性を反映した推

薦が必要である。本研究では、イベント情報を固化的に配

信、推薦するシステム構築のため、沖縄県で実際に過去に

行われたイベントデータを用いてイベント配信用データフ

ォーマットを XML により定義し、それを活用したイベン
ト情報の性質に有効な推薦システムの提案を行う。 
	 提案するシステムでは、イベントのメタデータをタグと

して表し、それを利用したユーザーの嗜好抽出によりイベ

ント情報を推薦する。ユーザーアクションから、タグの重

みおよびユーザー嗜好を収集し、新規イベントに対しても、

そのメタデータとの比較により推薦度を抽出することが可

能となる。本研究でのアプローチはコンテンツベースフィ

ルタリングと言えるが、タグベクトルの作成にユーザーの

協調行動を取り入れることで、情報の意外性や流行なども

考慮している。被験者実験では、実験用サイトを閲覧する

ことによりユーザーの嗜好を抽出し、推薦に対するアンケ

ートを行った。 
 

2. 提案手法 

2.1 イベント情報について 

イベント情報の構成は多種多様であり、イベント名称、

開催場所、日時、出演者などの基本情報の他、チケット料

金やスポンサー情報なども含まれる。扱う際の特徴として、

複合的要素や例外的要素も含まれ、カテゴライズが難しい。

また、イベントの特性からデータ投入の迅速性が求められ、

井上ら[1]によるデータフローのワンストップ化を目指すた
めのデータフォーマットが提案されている。本研究は、イ

ベント情報の多様性、開催日を過ぎると陳腐化する特性に

着目し、ユーザーへの推薦システムの提案を試みる。イベ

ント情報の性質から、従来の推薦手法が最適とは言い難い。

代表的な推薦アルゴリズムである協調フィルタリングには、

新規アイテムに対してデータが乏しく、効果的な推薦がで

きないというコールドスタート問題がある。情報の提示か

ら開催日までの時間制限があるイベント情報に対しては、

この問題は深刻であり、解決法としてタグの利用を提案す

る。 
利用するデータとして株式会社エフエム那覇の運営する

沖縄県内のイベントカレンダー「箆柄暦」を元に、イベン

トデータを再定義した。箆柄暦では、イベントデータ、開

催場所データ、アーティストデータの３つが独立に定義さ

れている。イベントのみの情報では疎なデータも多いため、

イベントの開催場所や出演者のタグ情報を紐付けて表現す

ることで情報量を補完する。	 

2.2 タグの利用 

	 イベントの検索や分類を目的として、データ定義の段階

で３つのデータに対してタグ情報が定義してある。これは、

１）イベント情報生成の際に機械的に付与、２）データ入

力者が付与、３）イベント企画者、参加者が宣伝等のため

に Web 上で追加、といった作成方法が上げられる。例え
ば、出演アーティストや、開催場所情報、地域などは自動

的に付与される。この操作で、朝・昼・水曜日・週末とい

った時間的情報や、アート、音楽、芸能などのジャンル、

また、ロック・ジャズなど出演者のジャンルなど、様々な

種類のタグをもったイベントタグセットを作成する。また、

重みつきタグはユーザーに対しても付与され、それらを用

いてユーザー・イベント間の関連度を抽出し推薦を行う。

以下に、関連度抽出の概念を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1	 関連度抽出の概念 
 
 

2.3 ユーザー嗜好タグベクトルの作成 

イベントに対するユーザーのインタラクションを用いて、

イベントに含まれるタグをユーザーに付与し、ユーザー嗜

好として推薦に利用する。本稿では、シンプルなアクショ

ンとして、イベント閲覧を利用する。イベントを閲覧した

ユーザーに対して、イベントに含まれるタグを付与する。

イベントの閲覧を繰り返すことで、ユーザーのタグの重み
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が追加される。また、文章中の特徴的な単語を抽出するた

めのアルゴリズムである tf-idf を応用し、イベント集合

に対するタグの逆出現頻度を乗算することにより、「音

楽」、「週末」のような多くのイベントに含まれるタグ重

みを減らすよう調整する。 
ユーザーに対するあるタグの重みは、次の式で表される。 

 
	 	 	 

€ 

user_weight(t) = count(t) • idf (t)      (1) 
 
	  
	     

€ 

idf (t)  =                                                                          (2) 
 
 
	 (1)式によって求められた重みつきタグの集合をユーザー
の嗜好として推薦に利用する。 
 

2.4 イベントタグベクトルの作成 

イベントタグに対しても、同様に重みを付与する。全ユ

ーザーのアクションに対して重みをつけ、上記と同様な

idf による調整を行う。以下がイベントタグの重みの式で
ある。 

€ 

event _weight(t) = total_count(t) • idf (t)    (3) 
 
この操作により、参加ユーザーの集合知を利用し、多く

のユーザーからアクセスの多いタグを含むイベントの推薦

確率が高まることが期待される。 

2.5 推薦イベントの抽出 

ユーザータグとイベントタグのベクトルに対して値が０

~１の間をとるよう正規化を行い、(4)式により内積をとる
ことでスコアを計算する。また、閲覧済みのイベントに関

しては、内容を知っていると仮定してスコアを０とする処

理を行う。 
 
	 	 

€ 

score(U,E) = Utagw • E tagw∑ 	    (4) 
 

3. 実験 

3.1 実験方法 

	 箆柄暦のイベント情報配信 API を利用し、上記システム
を実装したイベント閲覧サイトを構築した。データには予

めテキスト処理により、時間的情報や、開催場所・出演者

情報、曜日などを抽出し、タグを付与してある。ユーザー

は、タグや開催期間での絞り込みを通してイベントの検索、

閲覧が可能である。被験者に対して、それぞれの興味のあ

るイベントを自由に閲覧してもらい、嗜好タグベクトルを

作成する。抽出したユーザータグベクトルに基づき、２０

１０年６月の第２週、第３週、第４週における推薦度の高

い上位１０イベントずつ情報を提示し、推薦に対するユー

ザーの評価アンケートとして、「有益な情報だった」「ど

ちらともいえない」「有益な情報ではない」の３段階に分

けて回答を得た。嗜好抽出の妥当性を考察するため、イベ

ントに定期的に参加し、実際にライブイベント企画など経

験のある被験者を選択しアンケートを行った。 
 

	 	 	 	 	 	 	 表１：実験データ 
閲覧可能イベント数 4739 
推薦対象期間イベント数 1432 
ユーザーに付与されたタグ数 186 
 

3.2 実験結果および考察 

テストユーザーに付与されたタグを表２に示す。被験者

の居住区周辺の地名や、音楽関係、週末のタグが上位に現

れることが確認できた。また、平日やスポーツ、芸能関係

のタグは値が低くなった。被験者の過去に参加したイベン

トなどに感覚的に近いタグ集合であり、改善の余地はある

ものの、提案手法は推薦のための嗜好抽出が可能であると

考えられる。 
推薦に関する実験としてユーザーベクトルと期間中のイ

ベントベクトル間類似度に基づき推薦を行った結果、抽出

されたイベントのほとんどが音楽イベントであり、被験者

の住む地域周辺のイベントが多いことが確認できた。また、

表３で示すように全体の４０％のイベントに対して有益だ

ったとの回答を得ることができた。有益でない理由として、

「音楽」という広いジャンルのイベントではあるが、その

中の出演者やジャンルが好みではないという意見を得た。

多くのアクセスを行いデータ収集することによるユーザー

嗜好ベクトルの洗練や、出演者・開催場所タグを増やすこ

とによりこの問題は改善すると考えられる。 
 

 
	 	 	 表２：ユーザーに付与されたタグの一部 

重みの大き

いタグの例 
ロック,K-mind,フォーク,金曜日,ライブスポ
ット,夜,土曜日,宜野湾市,HY,音楽,北谷町 

重みの小さ

いタグの例 
沖縄市,ホテル,水曜日,浦添市,サッカー,三
線, フリマ, ルネッサンスリゾートオキナワ 

 
	 	 	 	 	 	 表３：アンケート結果 

 有益である どちらともいえない 有益ではない 
評価数 １２ ７ １１ 

 

4. まとめ 
本研究では、重み付きタグを利用したユーザー嗜好の抽

出、イベント情報推薦システムの提案・実験およびその評

価を行った。 
今後の課題として、単純なイベントアクセス以外でのユ

ーザーインタラクションの利用による推薦制度向上や、デ

ータ収集期間を限定することによる注目イベントの抽出が

挙げられる。 
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